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●大人が楽しむ絵本ワールドカフェ 20140413 意見メモ 順不同 

◆絵本の思い出、◆大人が絵本を楽しむには 

、私は 70歳より絵手紙を始めました。お友達が出来て楽しい日々を 

過ごしてます。 敬子 

小学校の頃、みかんの花咲く丘の歌を一緒に歌った事が、今でも忘れられないです。 

・母の声、イントネーション 

・見えない貯金、心のたからもの 

・気持ちのタイムスリップ 

・好きなフレーズ、ニニが好き、感受性 

・男の子 ずかん 

・イラストが好き、大人になって買った 

・大人になって気付く、子供の想像力が彩をくわえる、物語、絵とともに 

・三色しかつかってない絵本、泥んこハリー 

・ラチとライオン、マレークベロの力 

・絵本の力 

・今のように絵本が沢山ある時代に育ってない私としては、とてもうらやましい。 

・へんしんクイズ、ご老人の名前は?  バスケット 

・おしいれのぼうけん、大人になって読むと違う 

・100万回いきたねこ、絵本を読めばその時の気持ちにタイムスリップ 

・読み聞かせの記憶 

・こどもが生まれたらパパが読んだリストを残したい 

・子供の頃読んだ記憶は忘れていても、あるきっかけで思い出したり、 

 目に見えない心の貯金 心の宝物 ⇒絵本の力 

・大人が絵本を楽しむには? 

・おもしろい絵本を読む 

・へんしんクイズのように大人も子供も笑える絵本 

・絵本でお面になったり楽しめる絵本 

・大人がもっと絵本を身近に感じられる環境 

・厚生労働省では文字だけでなく「科学読み物」を勧めている 

・親が選ぶ本と、子供が好きな本は違う 

・男の子は図鑑を欲しがる 

・こどもによんであげた絵本リストを残してあげようと思った 

・男の子は何回も読んで欲しがる 

・昔話 うらしまたろう、ももたろう、カチカチ山、かさじぞう、ぶんぶく茶がま 

・ぐりとグラ、はらぺこあおむし、バムとケロ 

・めっきらもっきらどぉーんどん、どろんこハリー ないたあかおに 

・大人が絵本に身近にふれる環境 

・映画化した「マジック・ツリー・ハウス」「かいじゅうたちのいるところ」 

・大人も子供も笑える絵本(ゲームや考えれる絵本)、どうするんだろうね 
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・仮面式の絵本(皆でできる絵本) 

・大人のコロからある本を読む(なつかしいと思えるから) 

・おまえうまそうだな、ティラザウルスをお父さんと間違えて、 

最後にはちゃんと本当の親のところにかえしてあげるのが、感動した! 

・「パムとケロシリーズ」バムとケロの日常を絵本にしている! 

 小さくてカワイイ・キャラを探すのが好きです 

・「ムッシュ・ムニエル」ササキ・マキさん、 

 ひつじの魔法使い、ちょっとおっちょこちょい 

・小さい時→大きい時と感じが違う思い、目線、結末のとらえ方 

・絵本がきっかけで変わることもある 

・親や先生の読み聞かせ、その時間が好き 

・絵本は子供のもの? 

・本のストーリーより絵、絵本入門キッカケ 

・"旅"の中からこのサークルに参加 

・感じ方が違う 子供に読んだ本 キオク、タイトル・・・絵 

・しかけ絵本、クイズ絵本から入る ミツケ 

・気分に合った絵本をプレゼントする、読んだことのない人へ、楽しんでもらうために 

・イラストレーター、旅の途中の出会い 

食べ物は絵本の素材 スプーン付きらい 

・子供のとハードカバーになる前の本、味がある!! 

・お母さんの読み聞かせ 

・絵本でお菓子づくりきっかけ 

・おしいれのぼうけん、ふわふわうさぎ、ミッフィー 

・テレビには余白はない、漢方的 

 東洋医学、読み聞かせ なんかわかんないけどイイ!! 

  即効性なし、副作用もない、保証なし、 

・絵本とメディア 頭の使い方が違う、前頭葉を育てる 

・大人になって「いのちのまつり」「小さいあなたへ」「だるまちゃんシリーズ」 

・忘れてたこと思い出させてくれる・・・感じ方が違う・・・ 

作者の込めたおもい、メッセージ 

・紙しばい、かたり、画像がない、テープで聞く 

・テープの音声、心、感情をプラスしない・・・単々→想像 

・小さいあなたの命のまつり 

・おばけのビートおばさん 

・自分の状態変化で本の感じ方が違う 

・双方向的 制御的 絵本←→映像 一方的強制的 

 双方向的 制御的 静止画←→動画 一方的強制的 

・何回も読む 覚えている、子供の時に見た絵本を 

 大人になって見るとおもしろい、視点がちがう 

・はやしあきこ 
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・教科書中に沢山の絵本がつまっている 

・孫「だるまさんシリーズ」が好き 

・サンドイッチ⇒野菜の好き嫌いをなくす 

・絵本から他種類の興味で趣味が動く 

・幼稚園の先生の読み聞かせは抜群に上手、聞いた後読みたくなる 

・カリンちゃん 6種 

・アジア美術館で年一回の絵本ミュージアムが大人も楽しめておススメ 

 アトラクションや展示がディズニーランドみたい 

・テレビで藤城清治、風の又三郎 

・絵本と科学が合体した本 

・小学校の教科書は宝の山 

・音読 三つのラインのポイント 

・ちびくろさんぽのホットケーキ 

・ぐりとぐらのホットケーキ 

 サンドイッチ 作る過程がわくわく 

・絵本を見てお料理つくった(お菓子も含めて) 

・今は子供に教えられて絵本の視野が拡がっている 

・いわさきちひろ「雪の日の誕生日」→生まれた日に雪が降っていた 

 →お母さんが”自分のほんだよ”って本をくれた→とっても愛しい 

・親も親どうしで絵本を楽しみたい 

・大人になって絵本のいいたいことが、わかるようになった! 

・絵本に大人も子供みない、楽しいものは大人になっても楽しい 

・「わたしのおふねマギー」イラストを描くために絵本を探しに行った時 

  ピーンときた!!  絵が美しい! 私の宝物 

・「パムとケロ」小さいキャラ大好き!!ドーナッツもおいしそう 

・「お手紙」がまがえる君達の友情がちょっぴり泣ける 

・母から子どもへ ”自分が小さい頃読んだ絵本を” プレゼント 

・「はじめてのおつかい」はやしあこさん、 

 おつかいに行ってみたい、やってみたい 

・絵本でむずかしい事を伝える 

・大人が読みたい絵本と、子どもが読みたい絵本がちがう 

・音が出る絵本 

・子どもによんでもらう、親が聞く 

・不思議の国のアリス 3Dしかけ絵本 

・コミュニケーション コトバをはっきりしゃべるように 

 人見知りがなおった、言葉を早く覚えた 

・子育て絵本 ６ケ月頃から読み聞かせ、2才ちょつとまで《1000冊以上》 

・２~3才で絵本から涙を流し感動 

・とししゅん 杜子春 

・かがくのとも、こどものとも 数か月で読んで欲しい 
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  読んで欲しかったのもらえるかった 

・料理を絵本 レシピシリース 

・スキンシップ 

・絵本は立ち止まれる 感情移入する 感情が成長する、テレビとちがう 

・いやされる 生活の中に絵本を読む時間を作ったらいいのに 

・同じ話でも人によってちがう 

・しらゆきひめの LASTがちがう 

・親が飽きてしまう IQ200 脳の使い方 50冊 

・母子手帳に記載 

◆まとめキーワード 

・相手の気持ちを考えて絵本をプレゼントする 

・母子手帳に記載してあればいいのに 

・絵本は漢方薬 しみじみ効いてくる 

・絵本がきっかけで記憶が蘇る 

・教科書は宝の山 

・体験絵本を読む機会が多い 

・感じ方がちがうってくる 子ども→大人 

・親になって絵本が好きになる 

・大人が絵本に身近に触れる環境を 

・子どもに絵本を読んでもらう環境を 

・年に一回、絵本ミュージアムに行こう 

・無いもの作る 

  


